
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０２３．０６ 

 

 この言葉は、朝ドラ『らんまん』の主人公・万太郎に、その祖母・槙野タキが

言った言葉です。政治色の強い演説会に参加したために警察に収監された万太郎

が、祖母のおかげで自分だけ釈放されるのですが、そこで出会った人々のことを

思い、浮かない顔をしている万太郎に、タキが、「人は全てを持つことはできん。

何かを選ぶことは、何かを捨てることじゃ」と諭します。 

 後に万太郎は、家業の造り酒屋「峯屋」を捨てて、植物の研究のため東京に出

ていくことになります。このことにも通じる言葉だと思います。 

 私たちの人生においても、あの道この道を歩むわけにはいきません。一本の道

を選んでいくことになるのでしょう。でもその道を選ぶということは、他の道を

捨てることになるのですね。 

 私も、お寺を継いで住職となるために、プロ野球選手になる道を捨てました(笑)。 

 「捨てる」という言葉は、ちょっと響きが強いですね。できることなら捨てた

くはないと思いますし、あれもこれも抱えてみんな持っていたいと思ってしまい

ます。そうすると・・・なんか、人生、重たくなってきますね。 

 でも、結果的に私たちは選んできました。学校だって、仕事だって、結婚だっ

て、選ぶために捨ててきました。他の可能性を捨ててきたのです。 

 選ぶ決意には、捨てる勇気が必要なのかもしれませんね。 

                真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹
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